要旨見本
[bookmark: _GoBack]学級力で当事者意識を児童にもたせる題目
12～14ポイントのMSゴシック体
氏名
複数の場合，登壇者に〇印を付ける


野比のび太（〇〇市立〇〇小学校教諭）

全体内容：昨年（２０１８年）における、自分のクラスでの学級力の実践。
「１．～」
10.5～11ポイントのMSゴシック体

１　学級力の取り組みを始めたきっかけ
　　・「指導力のある先生」の翌年に崩れる子供たちの姿。
　　・これからの社会に求められる資質・能力。
　　・子供を管理することに腐心する教育現場の実態。
本文
10.5～11ポイントのMS明朝体

２　より当事者意識をもたせるために
　　・質問紙の項目は，学級目標を作るときに決める。
　　・毎月集計，毎月改善のＰＤＣＡサイクル。
　　・教師は水先案内（メリット・デメリット・リスクの説明）。中間評価。励まし。
　　・選択および取り組みの責任を負うのは子供。

３　より個の意見に寄り添うために
　　・レーダーチャートからＹＥＳ・ＮＯの円グラフへ。
　　・質問紙に理由を書く欄を設ける。
　　・はがき新聞の活用。

４　実際の様子
　　・それぞれの項目における数値の変化。
　　・児童が考えた取り組みとその結果。
　　　日替わりミッション，ライバルシステム，クラススポーツなど。
　　・数値の回復と子供の変化。
　　・思いもよらなかったこと。
　　　子供の判断の方が正しいことなど，いくらでもある。

５　実践を終えて
　　・ＹＥＳ・ＮＯの円グラフのメリット・デメリット。
　　・子供の意識の変化。
　　　日常生活，教科，道徳。
　　・児童の実態に応じた教師の出所の工夫。
　　・毎月実践することによる，予防の効果。
　　・教師も生徒も精神的に楽。
　　・創造的，建設的，挑戦的かつ，失敗を許す寛容さがクラスに生まれる。
　　・保護者に対して，懇談会などで説明に役立つ。

以上
